
いちごドリルプリント

ことわざ(初級)プリント 月 日 名前

問1 「井の中の蛙大海を知らず」の意味はどれですか？
1. 狭い場所でも工夫すれば快適に暮ら
せる

2. 井戸の中に住むカエルは海を見たこ
とがない

3. 狭い世界に閉じこもっていると、世
の中の広さを知らないままになる

4. 小さな場所で満足しているほうが幸
せである

問2 「頭隠して（　）隠さず」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 背 2. 手 3. 足 4. 尻

問3 「早起きは三文の徳」の意味はどれですか？
1. 朝早く起きれば、必ずたくさんのお
金が儲かるということ

2. 朝早く起きる人は、他の人よりも徳
を積むことができるということ

3. 朝早く起きると、健康によかったり
少しだけ良いことがあるということ

4. 朝早く起きることは、三文という大
金を得るために必要だということ

問4 「光陰矢の」に続く言葉はどれですか？
1. ようだ 2. みたいだ 3. ごとし 4. 早い

問5 「一寸の（　）にも五分の魂」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 獣 2. 鳥 3. 虫 4. 魚

問6 「情けは人のためならず」の意味はどれですか？
1. 人に親切にすれば、巡り巡って自分
に良い報いが返ってくる

2. 他人に親切にしても自分には何も得
がない

3. 人に情けをかけることは、その人の
ためにならない

4. 情けをかけるのは自分のためだけに
すべきだ

問7 「濡れ手で」に続く言葉はどれですか？
1. 粟 2. 米 3. 麦 4. 豆

問8 「花より」に続く言葉はどれですか？
1. 実 2. 景色 3. 餅 4. 団子

問9 「魚心あれば（　）心」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 川 2. 水 3. 海 4. 池

問10 「覆水盆に返らず」の意味はどれですか？
1. 水は高いところから低いところへ流
れる

2. 一度起きてしまったことは、二度と
元には戻らない 3. 失敗してもやり直せば成功する

4. 一度決めたことは最後までやり遂げ
るべきだ

問11 「良薬は口に」に続く言葉はどれですか？
1. まずし 2. つらし 3. 苦し 4. きびし

問12 「百聞は一見にしかず」の意味はどれですか？
1. 百回聞くよりも一度見たほうが記憶
に残る

2. 百回聞くよりも一度見たほうが物事
を理解できる

3. 百回聞くよりも一度見たほうが正し
い判断ができる

4. 人から何度も聞くよりも、一度自分
の目で見るほうが確かである

問13 「塵も積もれば」に続く言葉はどれですか？
1. 丘となる 2. 塔となる 3. 壁となる 4. 山となる

問14 「猿も木から落ちる」の意味はどれですか？
1. 猿のように身軽な人でも、高いとこ
ろからは落ちる危険がある

2. 失敗を恐れずに挑戦し続けることが
大切だ

3. どんなに優れた人でも、いつかは必
ず衰えていく

4. その道に優れた名人でも、時には失
敗することがある

問15 「泣きっ面に蜂」の意味はどれですか？
1. 泣いている顔に蜂がとまってさらに
泣くこと

2. 不運なことが重なって、さらに悪い
状態になること

3. 悪いことが起きた時に蜂が助けてく
れること

4. 泣いている時に蜂に刺されて驚くこ
と

問16 「能ある（　）は爪を隠す」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 隼 2. 鷹 3. 鳶 4. 鷲

問17 「月夜に提灯」の意味はどれですか？
1. 月夜に提灯を下げて夜道を照らす準
備をすること

2. 明るい月夜に提灯を下げても無駄で
あるように、不必要なことのたとえ

3. 月夜に提灯を下げればより明るくな
るという教え

4. 月夜に提灯を下げて歩くほど慎重で
あるべきだという教え

問18 「口は災いの元」の意味はどれですか？
1. 自分の秘密は自分で守らなければな
らない

2. 言葉は少ないほうが相手に伝わりや
すい

3. 口を動かして食べないと健康を損な
う

4. うっかり言った一言が原因で、大き
な失敗や災難を招くことがある



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 3
狭い世界に閉じこもっていると、世の中の広さ
を知らないままになる

「井の中の蛙大海を知らず」は「狭い世界に閉じこもっていると、世の中の広さを知らない
ままになる」という意味です。

問2 答え 4
尻

「頭隠して尻隠さず」の「尻」の部分が入ります。 意味は「悪事や欠点の一部を隠したつ
もりで、全体が隠れていないこと」です。

問3 答え 3
朝早く起きると、健康によかったり少しだけ良
いことがあるということ

「早起きは三文の徳」は「朝早く起きると、健康によかったり少しだけ良いことがあるとい
うこと」という意味です。

問4 答え 3
ごとし

「光陰矢のごとし」の続きは「ごとし」です。 意味は「月日が過ぎるのは矢のように非常
に早いこと」です。

問5 答え 3
虫

「一寸の虫にも五分の魂」の「虫」の部分が入ります。 意味は「どんなに小さく弱い者で
も、それ相応の意地や考えがあるから侮ってはいけない」です。

問6 答え 1
人に親切にすれば、巡り巡って自分に良い報い
が返ってくる

「情けは人のためならず」は「人に親切にすれば、巡り巡って自分に良い報いが返ってく
る」という意味です。

問7 答え 1
粟

「濡れ手で粟」の続きは「粟」です。 意味は「苦労せずに思いがけず利益を得ること」で
す。

問8 答え 4
団子

「花より団子」の続きは「団子」です。 意味は「風流や見た目よりも、実質的な利益や実
用性を重んじること」です。

問9 答え 2
水

「魚心あれば水心」の「水」の部分が入ります。 意味は「相手が好意を示せば、こちらも
好意で応じる気持ちになるということ」です。

問10 答え 2
一度起きてしまったことは、二度と元には戻ら
ない

「覆水盆に返らず」は「一度起きてしまったことは、二度と元には戻らない」という意味で
す。

問11 答え 3
苦し

「良薬は口に苦し」の続きは「苦し」です。 意味は「自分にとってためになる忠告は、聞
くのがつらいものだ」です。

問12 答え 4
人から何度も聞くよりも、一度自分の目で見る
ほうが確かである

「百聞は一見にしかず」は「人から何度も聞くよりも、一度自分の目で見るほうが確かであ
る」という意味です。

問13 答え 4
山となる

「塵も積もれば山となる」の続きは「山となる」です。 意味は「わずかなものでも、おろ
そかにせず積み重ねれば大きなものになる」です。

問14 答え 4
その道に優れた名人でも、時には失敗すること
がある

「猿も木から落ちる」は「その道に優れた名人でも、時には失敗することがある」という意
味です。

問15 答え 2
不運なことが重なって、さらに悪い状態になる
こと

「泣きっ面に蜂」は「不運なことが重なって、さらに悪い状態になること」という意味で
す。

問16 答え 2
鷹

「能ある鷹は爪を隠す」の「鷹」の部分が入ります。 意味は「実力のある人は、それをひ
けらかしたりしないこと」です。

問17 答え 2
明るい月夜に提灯を下げても無駄であるよう
に、不必要なことのたとえ

「月夜に提灯」は「明るい月夜に提灯を下げても無駄であるように、不必要なことのたと
え」という意味です。

問18 答え 4
うっかり言った一言が原因で、大きな失敗や災
難を招くことがある

「口は災いの元」は「うっかり言った一言が原因で、大きな失敗や災難を招くことがある」
という意味です。


